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村(6の月 1ょ・日現う在）す，．

9 世帯 数
731 ,,, 498591487 人人戸 ， 人口

｀ 
男

． 女 4,061人
＇面 積 46.65 

乎方キロ

たばこは地元の店で

買いましよう

編集と発 行
福島県石川郡玉川村役湯

丹内栄一
でんわ川辺 l•39 ・ 1為

印刷所須賀川市円谷印刷所

何
か
は
棄
て

こ
の
滝
の
落
ち
る
あ
た
り

水
は
激
し
く
も
く
だ
け
泡
立
ち

白
霧
と
な
っ
て
昇
華
す
る

こ
ヽ
ろ
の

水
を
求
め
て

水
は
あ
な
た
の
郷
愁
を
呼
ぶ

白
日
に
七
色
の
光
彩
を
放
つ
て

ぁ、
う
た
か
た
の

何
か
は
得
ん
と

旅
人
は
憩
う

遠
い
旅
路
に

か
な
し
み
は

こ

転入、転居の届出は早く、正しく済ませよう

他市町村から転入したとき••••••…………••….. …••••••••転 入 届

村内で住所を変えたとき…•••…………………………•••転 居 届

世帯主や家族構成に変更があったとき…………•…•••••変 更 届

届出の期限 移動変更の日から 14日以内

届書用紙は役場にありますから印鑑を持参すれば簡単にできます

玉川村役場住民課
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＿
待
望
の
開
拓
道
路
完
成
一

r
|
 
．．．．
 
i

喜
び
に
わ
き
か
え
る
受
釜
者
・
・
・
・
・
・
ロ
・
・
~

•
阿
武
隈
山
系
縦
断
道
路
と
し
て
昭
和
三
十
五
年
度
よ
及
び
農
産
物
の
搬
入
が
容

・
り
着
工
の
二
瀬
、
須
釜
開
拓
道
路
は
四
十
一
年
完
成
易
に
な
っ
た
た
め
受
益
者

を
目
指
し
て
県
工
事
と
し
て
今
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
の
喜
び
は
格
別
。
叉
同
地

・
す
が
、
こ
の
道
路
と
、
南
須
釜
小
半
弓
地
内
の
開
拓
帯
は
最
近
待
望
の
電
気
も

・
農
家
を
結
ぶ
線
と
し
て
、
村
で
は
三
十
九
年
度
事
業
点
灯
、
こ
れ
で
ど
う
や
ら

・
に
計
画
、
総
工
費
三
六
五
万
円
（
内
工
事
費
三
五
三
文
化
の
恵
に
よ
く
せ
ま
す

・
万
九
千
円
）
で
尾
形
建
設
に
よ
っ
て
工
事
が
進
め
ら
と
惑
謝
し
な
が
ら
二
重
の

・
れ
こ
の
程
立
派
に
出
来
上
り
ま
し
た
。
寧
尺
び
に
わ
き
か
え
つ
て
い

ま
す
。

こ
の
道
路
は
延
長
一
、

六
二
四
米
、
巾
員
三
、
六

米
で
小
半
弓
地
内
山
の
中

腹
を
曲
り
く
ね
つ
て
通
る

ゎ
-
た
め
仲
々
眺
め
も
よ
ろ
し

rヽカ

『
く
、
一
名
小
半
弓
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
と
も
呼
ん
で
い
る

人
も
あ
り
ま
す
。

第 2号 (2) 
--— . . 

玉川村社会教育委員名簿
自昭和40年4月 1日至昭和42年3月31日

完
成
し
た
小
半
弓
道
路

こ
の
道
路
開
通
に
よ
っ

て
、
同
地
内
の
肥
飼
料
、

夜
明
け
が
訪
れ
た

児
童
館
の
建
設

待ちに待った児童の

厚生施設として我が玉

川村大字北須釜明神様各法第号1に5条よ第る委2項員 氏 名 役職名

笙仝号中学校長 吉 田 利隆 泉中学校長
．； 上 瀬 谷 丑治 須釜中学校長

育第関2号係団社体会代教表 円谷忠重 玉川村青年団長

仝
； 

上 車田スイ 泉婦人会々計

仝上 佐久間安蔵 須P T釜A小会中長

第学識経3 験者号 大 木 吉丸

玉川村公民館運蛍審議会委員名簿
自昭和40年4月1日至昭和42年3月31日

各法号第3に0条よ第る委1項員 氏 名 役 職 名

第1号小学校長 矢吹広美 小高小学校長
仝 上 宍戸武 雄 川辺小学校長

仝 上 関根 栄 須釜小学校長

第団 体，2代 号表 近内正 雄 玉副川村団青年長団

仝 上 小針フキ 須釜婦人蚕会長
仝 上 小針保＝ 泉中PTA

＇仝 ．．．．．'：上•• 小針安司 玉総川村民生委員務，

.. 仝.-•.•.. " 上 ー．輪貞夫 小高 区 長
第3号学識経験者 小林彦右衛門
仝 上 渡 辺政一 村議文教委員長

の
横
に
立
派
な
児
童
館
が

建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
児
童
館
確

得
に
は
村
長
さ
ん
の
努
力

と
地
元
の
皆
さ
ん
の
熱
意

が
国
や
県
に
通
じ
た
結
果

私
た
ち
の
総
所
得
と
村
民
税

で
ほ
ん
と
に
お
目
出
度
う

御
座
い
ま
す
。
．‘

、
こ
ん
後
児
童
館
の
利
用

に
当
つ
て
は
児
童
の
健
康

増
進
を
ゆ
た
か
に
す
る
た

め
に
、
児
童
館
の
高
度
活

用
に
御
協
力
下
さ
る
様
お

願
い
致
じ
ま
す
。
．ゞ9

月
は
児
童
館
の
設
計

玉ぃ．
翠

．．． 

‘
 

や
其
の
他
内
容
を
詳
細
に

お
報
知
い
た
す
こ
と
に
し

ま
し
て
此
の
度
は
簡
単
に

ぉ
佃
ら
せ
致
し
ま
す
。

（
住
民
課
）

基
盤
整
備
推
進
に

土
地
改
良
区
合
併
き
ま
る

今
ま
で
村
内
に
は
玉
川
こ
の
土
地
改
良
区
は
今

村
泉
土
地
改
良
区
（
理
賽
後
実
施
さ
れ
る
農
業
構
造

長
高
林
浅
之
助
）
泉
村
土

、
改
善
事
業
の
基
盤
整
備
を

地
改
良
区
盆
理
事
長
鈴
木
実
施
す
る
上
に
、
そ
の
主

源
治
）
玉
川
村
須
釜
土
地
体
と
な
っ
て
事
業
推
進
に

改
良
区
（
理
事
長
鈴
木
三
当
つ
て
行
く
わ
け
で
、
強

郎
）
の
三
団
体
が
あ
り
ま
力
な
組
織
と
適
切
な
運
営

し
た
が
、
去
る
六
月
二
十
が
望
ま
れ
て
い
る
わ
け
で

―
―
―
日
の
代
表
者
会
議
に
よ
、
す
。

り
合
併
を
決
議
、
八
月
1

日
よ
り
名
称
を
玉
川
村
土

地
改
良
区
と
し
て
発
足
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
春
の
凍
霜
害
ま

た
長
雨
に
よ
る
被
害
等
が
回
で
き
る
よ
い
年
に
し
た

あ
り
、
農
業
所
得
に
つ
い
い
も
の
で
す
。

て
は
大
巾
な
減
少
を
き
た
次
に
村
民
税
に
つ
い
て

し
、
従
っ
て
村
全
体
の
総
述
べ
ま
し
よ
う
。
村
民
税

所
得
も
前
年
を
下
廻
る
結
は
御
存
知
の
と
お
り
私
た

果
と
な
り
ま
し
た
。
次
の
ち
が
三
月
二
十
日
ま
で
に

表
を
見
て
い
た
だ
く
と
お
提
出
し
た
村
県
民
税
申
告

わ
か
り
の
よ
う
に
眸
年
の
書
に
基
い
て
計
算
さ
れ
る

総
所
得
は
五
億
七
十
七
万
ゎ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
税

円
で
前
年
と
比
較
し
て
一

・
法
の
改
正
に
よ
り
ま
し
て

千
六
百
万
円
の
減
で
あ
り
本
年
度
か
ら
課
税
方
式
が

ま
す
。
こ
れ
は
農
業
所
得
「
本
文
方
式
」
に
全
国
が

が
正
常
で
あ
れ
ば
昨
年
の
統
一
さ
れ
ま
し
た
。
本
文

総
所
得
は
約
六
億
円
位
に
方
式
と
申
し
ま
す
の
は
、

推
計
さ
れ
ま
す
の
で
、
実
総
所
得
金
額
か
ら
、
事
業

質
的
に
は
農
業
所
得
で
約
専
従
者
、
雑
損
、
医
療

一
億
円
の
減
少
で
あ
り
ま
費
、
社
会
保
険
料
、
生
命

す
°
今
年
こ
そ
は
何
と
し
保
険
料
、
扶
養
、
基
礎

て
も
昨
年
の
減
少
分
を
挽
控
除
を
差
し
引
い
て
残
っ

昭和39年分総所得金額と今年の村民税額
- " 40. 6. 1現在

た
所
得
（
課
税
所
得
金
額

と
い
い
ま
す
）
に
税
率
を

乗
じ
て
算
出
す
る
方
法
で

あ
り
ま
す
。
但
し
申
告
書

を
三
月
二
十
日
ま
で
に
提

出
し
な
い
と
き
は
基
礎
控

除
し
か
控
除
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
り
大
へ
ん
損
を
す

納
税
は期

限
ま
で
に

ることになります。

この本文方式に改正

された結果、別表のよ

うに私たちの納める村

民税は前年度に比して

百六十三万九千円（一

戸当り一千百五十九

円）の大巾な減税とな

りました。

部落別 ， 総所得金額 靡 村民税 県民税 メロ 計 納務者税義数

;{1 辺.• 
71,805,97円4 1~ 468,; 77円0 29,.; 1,84円0 760,610 円 30恰

蒜 生 13,402,616 3, 56~840 _37-,570 94,410 66 
小 高 68,473,460 13, , 442,530 2痣$0,700 733,230 314 

： 中 39,410,581 8. 253,謳.580 ,390 419,970 172 
岩法寺 24,404,692 s:: .. 84 ii~, 100 130,230 126 
"""-弔 ‘ 崎 44,568,498 9こヽ 219,790 137,270 357,060 214 

北 南̀ 須須 釜釜― 

88,236,029 18 494;140 291,000 785,140 385 
51,588,037 10 208,970 128,180 337,150 233 

吉 25,734,079 5 129,0面4b0 78,100 207,140 105 
山小屋 14,947,721 

3 3 
52, 32,990 85,000 72 

特四別辻薇新取分田
15,354.082 38,790 21.490 60,280 89 
42,846,232 ， 556,310 410,990 967,300 113・ 

計 (A) 500,772,001 100 3,004,~.oo 1,932,620 4,937,520 2,195 

前年度CB) 訊6;781學,857~4,644,190r _ 1,889, 密880~今,533,930。否△丙す
比(A)'，-(，較B)△・16;009 ,639,290 42, ,596,41 3 

1戸当り、I354,羞153 I 2,125 I 1,3羞67 3,4國92""一''""■ ""  

村民1人当り 62; 378 ， 1戸当り 1 365,4751 3,284 1,337 4,621 

村1人当民り 64,939 584 237 821 

版牧1戸当晶り△ 112,.30212 2[ 
△ • 1,159・ 30△ 1,139 

△ 206 5 201! 一,... __ . 
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ま ヵヽ ゎ 第2号

わ
が
村
の
ホ
ッ
プ
も
、
一

―
二
十
七
年
に
導
入
し
て
以

来
、
中
部
落
を
中
心
に
現

在
ニ
ヘ
ク
ク
ー
ル
植
付
を

上
廻
つ
て
お
り

〖

、
ゎ
が
村

の
農
業
経
営
の
上
に
夭
き

な
ウ
ニ
ー
ト
を
示
し
つ
ら

あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
日
本
一
の
醸
造

量
を
持
つ
キ
リ
ソ
ビ
ー
ル
ー

¢
 

と
の
契
約
栽
培
で
あ
り
価

ホップの消毒-嗜
し怨西まつさかり

額
も
保
証
さ
れ
安
定
し
た

作
目
と
い
え
よ
う
。

『
昨
年
一
〇
ア
ー
ル
当
り

平
均
十
二
万
余
円
の
度
合

を
占
し
て
お
り
今
後
の
推

奨
作
目
と
し
て
期
待
が
も

て
ま
す
。

低
湿
冷
雨
に
も
耐
え
現

在
の
生
育
状
況
は
す
こ
ぶ

る
良
く
、
今
や
消
毒
に
懸

命
で
す
。

「
清
き
泉
」

．．． 
に
育
っ
た

先
輩
の
寄
附

小
高
小
学
校
出
身
で
東
小
高
小
学
校
に
同
級
会
を

京
方
面
に
活
躍
し
て
い
る
開
き
旧
師
車
田
先
生
、
漆

上
野
元
一
、
村
趣
英
雄
、

ー
間
先
生
を
招
い
て
懐
旧
の

大
竹
嘉
市
郎
、
須
藤
純
弘
一
日
を
過
し
た
際
、
同
級

（
重
治
）
矢
部
春
三
、
車
生
で
あ
る
小
高
小
矢
吹
校

田
八
郎
、
車
田
金
雄
の
七
長
に
寄
附
申
出
で
を
し
た

氏
が
、
母
校
教
育
進
展
の
＿
事
が
実
っ
た
も
の
で
、
村

た
め
に
役
立
て
て
貰
い
た
当
局
、
村
教
育
委
員
会
を

い
と
音
楽
教
材
ア
コ
ー
デ
は
じ
め
関
係
者
一
同
の
感

ォ
ン
四
台
を
寄
贈
し
て
下
激
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

さ

い

ま

し

た

。

学

校

当

局

で

も

、

こ

の

こ
の
人
達
は
大
正
の
末

先
輩
の
御
厚
意
に
む
ぐ
い

期
に
小
高
小
学
校
を
卒
業
｝
．
る
べ
く
、
教
師
、
児
童
一

そ
の
後
、
志
を
立
て
4

各
体
と
な
っ
て
、
学
力
の
向

方
面
に
進
出
、
そ
れ
人
＼
，
上
と
、
情
操
の
深
化
に
つ

．

成
功
し
て
い
る
人
達
で
あ

[
と
め
た
い
と
季
叩
つ
て
い
ま

る
が
，
．
｀
去
る
五
月
八
日
、
＇

‘．
す
。

ヽ

竜
崎
＼
岩
法
寺
方
面
で

は
、
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
、
サ

ャ
ニ
ソ
ド
ー
の
出
荷
が
盛

ぐ 今
日
は
い

く
ら
に
入

る
か
な
？
・

ホツプ消毒にも熱が入る

ん
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
な
ら
な
い
。
煙
草
の
ピ

Sr
く
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
化
的
に
な
り
ヽ
，
農
村
も
生
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
は

今
年
は
価
額
の
暴
落
で
、
ス
と
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
ー
カ
と
じ
て
用
い
ら
れ
る
大
切
活
改
善
を
す
る
面
が
な
く
ど
う
い
ぅ
食
物
を
食
べ
れ

東
京
市
場
値
で
サ
ヤ
四
キ
ゴ
交
換
で
は
本
当
に
ひ
ど
な
調
査
で
あ
り
ま
す
。
．
な
っ
た
等

veよ
V
聞
き
ま
ば
よ
い
か
、
ど
う
ゆ
ぅ
所

ロ入――

1
0
0円
、
。
ヒ
ー
ス
い
。
農
産
物
の
価
額
の
安
我
が
村
も
こ
の
大
切
な
す
が
、
．
こ
れ
ら
の
物
を
持
に
寝
れ
ば
よ
い
か
へ
又
清

-
0
キ
ロ
入
こ
れ
ま
た
二
定
等
に
つ
い
て
盛
ん
に
叫
調
査
を
正
確
に
実
施
す
る
つ
事
だ
け
で
生
活
は
近
代
潔
度
と
病
気
と
の
関
繋
等

五
0
円
位
い
だ
と
言
う
。
ら

ば
れ
て
い
る
が
一
日
も
早
た
め
、
三
十
四
の
調
査
区
化
じ
文
化
的
に
な
っ
た
と
に
つ
い
て
、
一
体
ど
の
位

こ
れ
か
ら
諸
経
費
を
差
く
実
現
し
て
も
ら
い
た
い
に
三
十
四
人
の
調
査
員
を
い
う
事
は
言
え
ぢ
で
し
ょ
い
考
え
て
い
る
で
●
ご
う

引
け
ば
全
く
手
間
銭
に
も
も
の
で
す
。
，
＇
配
置
し
て
居
り
ま
す
。
そ
う
か
、
た
し
か
に
文
化
器
か
。
忙
じ
く
て
そ
ん
な
暇

・
れ
で
十
月
一
日
、
一
週
間
具
を
持
つ
と
い
う
こ
と
ほ
が
な
い
と
言
わ
れ
る
か
も

ll
国
勢
調
査
の
お
ね
が
い
LL•• 

，9
•前
に
な
り
ま
す
と
各
世
帯
文
化
的
生
活
の
第
一
歩
で
矧
れ
ま
せ
ん
が
、
病
気
に

に
、
調
査
員
の
か
た
が
調
あ
る
事
に
は
相
違
あ
り
ま
な
っ
て
か
ら
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
の
で
す
。
＿．、

た
め
に
行
な
わ
れ
る
も
の
査
票
を
配
り
＼
記
入
を
依
せ
ん
が
、
そ
れ
は
第
一
歩
（

人
間
の
健
康
診
断
を
す

で
す
。

．

〗
頼
に
伺
い
ま
す
か
ら
、
か
で
あ
っ
て
全
部
で
は
あ
り

ま
せ
ん
Q

る
場
合
に
は
人
間
ド
ッ
ク

••••••• 

同
じ
お
金
を
掛
け
て
も
に
入
っ
て
い
ろ
い
ろ
の
角

調
査
の
結
果
は
、
た
と
、，
＜
説
明
を
聞
い
て
調
査
票

"：

そ
の
か
け
方
に
よ
つ
て
は
度
か
ら
診
察
を
し
て
も
ら

え
ば
、
雇
用
ヽ
教
育
、
住
を
提
出
し
て
下
さ
い
？

良
く
も
な
り
悪
く
も
な
る
う
事
が
出
来
ま
す
が
、
私

宅
、
社
会
保
障
、
環
境
衛
「
よ
い
統
計
で

と
い
う
事
を
す
で
に
ご
存
達
の
生
活
は
身
体
以
上
に

生
、
交
通
な
ど
の
対
策
や
よ
い
く
ら
し
」

じ
の
こ
と
で
す
。
能
率
的
複
雑
な
面
が
多
く
あ
る
の

議
員
の
定
数
の
決
定
｀
地
国
勢
調
査
に
協
力
し
ま

方
交
付
税
の
算
定
な
ど
欠

：
し
よ
う
。

な
生
活
器
具
が
入
れ
ば
入
で
す
か
ら
、
そ
の
中
の
一

屠
匡
叫
辻
且
闘
冠
臼
鯰
賃
パ
旦

生
か
し
方
に
つ
い
て
も
つ
も
楽
し
い
生
活
が
出
来
る

モ
一
一
、
田
植
に
ひ
き
続
忙
し
い
た
め
に
、
子
供
と
も
っ
と
考
え
、
勉
強
し
よ
う
に
、
も
う
一
度
家
の

メ
一i
い
て
休
む
間
も
な
の
世
話
が
出
来
な
い
等
と
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
を
、

•
そ
し
て
外
を
み
ま

i"

く
、
養
蚕
、
野
菜
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
乳
牛
が
良
い
乳
を
出
す
わ
し
て
み
て
下
さ
い
。

の
出
荷
と
毎
日
忙
か
、
又
田
植
後
に
手
足
が
為
に
、
あ
る
い
は
鶏
が
沢
資
金
が
必
要
な
ら
生
活

活
i

i
生
一
~
し
く
お
過
し
の
こ
し
び
れ
た
り
、
胃
腸
が
悪
山
卵
を
生
む
た
め
に
飼
料
改
善
資
金
を
利
用
す
る
と

と
と
思
い
ま
す
が
、
忙
し
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
の
組
合
せ
と
か
、
牛
舎
や
か
何
等
か
の
方
法
が
生
れ

い
か
ら
こ
そ
私
達
の
毎
日
あ
り
ま
せ
ん
か
。
現
在
は
鶏
舎
の
清
潔
と
か
種
々
工
る
は
ず
で
す
。

（
大
東
農
業
改
良
普
及

の
生
活
の
こ
と
に
つ
い
て
村
中
ほ
と
ん
ど
の
家
に
テ
夫
さ
れ
て
い
る
の
に
く
ら

所）

考
え
て
み
な
く
て
は
な
り
レ
ビ
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
電
べ
、
人
間
が
元
気
で
慟
<

喜
ん
。

．

気
洗
濯
機
等
が
入
っ
て
茨
た
め
に
、
あ
る
い
は
胃
腸

_＿＿＿ 
__ 
＿_＿＿＿＿_＿_＿＿_＿＿＿＿ 
_______ ＿
 
__ 
＿―――――-=＿_＿_＿_＿_＿_＿＿ 
__ ＿
 
__ 
＿＿＿_＿ 
__ 
＿_＿-＝

-I
―
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常

早

の

し
r

て

を

。

し

い

手

ま

は

で

粒

ク

の

が

風

9

●_＿＿_＿ 
__ ＂ 

1
1
1
1
1
1

理

特

て

目

。

）

徐

叩

血

管

田

於

れ

う

す

は

叉

ほ

剤

ま

い

剤

う

布

つ

打

り

て

の

、

ツ

こ

温

東

,
＂
水
湿
に
割
ょ
で
に

＇

．

）

て

M

し

つ

草

よ

散

に

田

か

於

す

す

l

、
気
の

叩
モ
i

稲

半

等

い

し

的

迄

号

い

ス

期

に

除

し

を

場

け

は

に

ま

ま

作

ホ

達

て

月

111
9

111

水

，

田

軽

ま

果

日

2

1
9

つ

イ

を

布

に

ま

薬

ほ

さ

を

阪

り

来

豊

オ

発

い

8

I
I
n
1
1
1

の

湿

伏

せ

し

効

25

林

に

ラ

壁

散

間

り

D
い

力

進

市

居

出

は

は

り

吹

ら

＂
て
強
倒
さ
を
が
～

、

農

等

プ

完

剤

の

図

2

4

悪

極

促

剤

て

用

°

風

き

よ

が

か

。

れ

じ

前

2

0

0

（

域

は

の

草

頃

を

中

の

を

の

草

つ

使

、

西

と

も

風

旬

い

i

メ
II

＂
呻

＇し

、

、

血

nII

処

多

田

ふ

干

日

前

す

田

地

く

除

除

日

減

水

育

布

育

除

廻

に

さ

害

．く

っ

東

下

す

叩
事
IIn

対

過

生

に

中

40
穂

で

策

付

生

し

防

る

15
軽
，p
生

散

生

の

出

単

下

冷

吹

い

は

月

や

n
I
I
I
I
n

に

植

発

気

迄

～

出

切
（，対

植

発

も

り

す

～

．
の

C
尚

の

、

年

に

簡

て

は

が

が

に

7
け

111

9C

血

候

腐

素

空

度

社

ク

は

大

病

午

田

病

剤

か

対

日

力

M

°

剤

り

本

分

て

し

風

風

圧

き

に

う

天

ぐ

水

を

程

前

し

が

ち

畑

ち

銀

は

こ

10
労

中

い

草

ょ

。

多

に

用

東

東

気

と

特

を

＇

順

す

化

面

る

穂

干

と

も

に

も

水

を

。

稲

月

し

水

さ

除

に

う

が

布

使

の

の

高

な

、

害

一農
i

血

111

不

今

硫

田

入

出

用

こ

い

特

い

に

用

う

水

7
用

に

下

は

等

よ

剤

散

を

夏

夏

の

う

る

冷

叩＿＿＿＿
u
＿i
o
に

は

の

（

土

る

◇

習

目

使

よ

◇

r

，使

特

て

て

取

し

粒

手

剤

◇

海

ょ

下

は

ピ ス の 出 荷ヽ （竜崎にて）

今
年
の
十
月
一
日
に
は

国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
国
勢
調
査
は
、
大
正

九
年
以
来
五
年
ご
と
に
行

な
わ
れ
、
今
回
で
十
回
目

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
国
勢
調
査
は
、
全
国
、

都
道
府
県
、
市
町
村
の
人

口
の
大
き
さ
や
構
成
を
明

ら
か
に
し
、
国
の
政
治
や

行
政
は
も
ち
ろ
ん
、
都
道

府
県
や
市
町
村
の
行
政
に

直
接
役
立
つ
資
料
を
得
る



か
ら
十
四
日
以
内
）
世
帯

主
か
ら
の
届
出
に
よ
つ
て

記
載
を
し
た
り
、
訂
正
を

住
民
登
録
の
届
出
を

励

行

し

ま

し

ょ

う

ク

．

し

た

り

す

る

こ

と

に

な

っ

て
お
り
ま
す
。

玉

川

村

役

場

住

民

課

住

民

票

の

記

載

は

、

常
に
市
町
村
の
住
民
の
実
態

と
一
致
し
て
い
な
け
れ

私
達
は
、
誰
で
も
ど
こ
基
本
と
な
り
、
住
民
で
あ
行
政
事
務
の
正
確
、
簡
易

ば
、
前
に
述
べ
た
よ
う
な

か
の
町
や
村
に
一
定
の
住
る
こ
と
に
も
と
づ
い
て
そ
化
の
必
要
に
応
じ
て
、
昭

所
を
も
つ
て
お
り
ま
す
。
の
証
明
が
な
さ
れ
て
い
る
和
二
十
七
年
七
月
一
日
住

趣
旨
に
副
う
と
い
う
訳
に

、は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
役

住
所
と
は
＂
人

11

の

生

の

で

あ

り

ま

す

。

民

登

録

制

度

が

法

律

と

し

場
の
方
で
も
常
に
、
出
生
、

活
の
中
心
と
な
る
場
所
を
そ
の
た
め
に
は
、
私
達
．
て
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
り
‘

死
亡
、
婚
姻
等
戸
籍
関
係

｀
い
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
が
常
に
ど
こ
の
市
町
村
の
ま
す
。

入
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
住
民
で
あ
る
か
と
い
う
こ
市
町
村
役
場
に
は
「
住

の
届
出
に
よ
っ
て
訂
正
、

}
を
有
す
る
者
を
そ
の
市
町
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
民
票
」
を
備
え
付
け
、
住

記
載
を
し
て
整
備
に
努
め

村
の
住
民
と
云
い
、
私
達
必
要
が
あ
る
訳
で
す
。
民
票
は
世
帯
を
単
位
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
何
分
に

も
転
居
、
変
更
当
事
者
で

オ
の
日
常
生
活
の
上
で
こ
の
又
、
市
町
村
の
側
か
ら
て
編
成
し
、
こ
れ
に
は
各

住
民
の
資
格
か
ら
生
ず
る
見
ま
し
て
も
、
右
に
述
べ
人
の
氏
名
、
生
年
月
日
、

あ
る
住
民
の
皆
さ
ん
方
自

カ
権
利
、
義
務
と
い
う
も
の
た
よ
う
な
日
常
の
事
務
が
性
別
、
世
帯
主
、
そ
の
続

身
か
ら
の
住
所
移
転
に
伴

ぅ
転
入
届
（
他
町
村
か
ら

は
極
め
て
多
い
の
で
あ
り
能
率
的
に
、
そ
し
て
正
確
柄
、
本
籍
、
住
所
、
住
所

の
移
動
）
、
転
居
届
（
村
内

ま

ま

す

。

に

行

な

わ

れ

、

住

民

に

十

を

定

め

た

年

月

日

、

従

前

の
移
動
）
や
変
更
届
盆
世

｛

例
え
ば
小
、
中
学
校
や
分
の
サ
ー
ビ
ス
が
出
来
る
の
住
所
、
移
動
事
項
等
が

ー

：會

帯
主
と
か
世
帯
構
成
が
変

高
等
学
校
に
お
子
さ
ん
を
た
め
に
は
、
住
民
の
一
人
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

就
学
さ
せ
る
と
か
、
各
種
一
人
を
確
実
に
把
握
す
る
て
お
り
，
住
所
の
変
更
が

た

免
許
を
取
得
す
る
と
か
、
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
あ
っ
た
り
、
そ
の
他
住
民
っ
た
場
合
）
を
完
全
に
行

辞
そ
の
他
土
地
の
登
記
、
選
そ
こ
で
市
町
村
民
の
利
票
の
記
載
事
項
に
変
更
が
な
っ
て
い
た
ゞ
か
な
い
と

挙
、
印
鑑
証
明
｀
住
所
証
便
を
図
る
た
め
と
、
も
う
生
じ
た
と
き
に
は
、
そ
の
切
角
の
制
度
も
充
分
な
活

広
明
等
す
べ
て
-

•て
の
住
所
が
一
っ
は
、
市
町
村
役
場
の
都
度
（
変
更
が
あ
っ
た
日
用
が
で
き
な
く
な
つ
て
し
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0
学
校
の
援
業
は
休
む
が

0
特
に
家
庭
に
於
て
は
、
事
に
注
目
し
、
子
供
達
要
で
す
°
働
ら
く
事
は

教
育
に
は
休
み
が
な
い
休
み
の
中
で
規
律
あ
る
の
グ
ル
ー
プ
に
注
意
し
「
人
間
と
し
て
最
も
尊

0
先

生

か

ら

教

え

ら

れ

る

し

つ

け

を

心

が

け

て

、

ま

し

よ

う

。

い

」

の

だ

と

言

う

考

え

さ
し
ず
さ
れ
る
だ
け
で
学
校
で
の
学
習
が
後
も

0
休
み
だ
か
ら
［
と
安
を
子
供
の
時
か
ら
植
付

け
よ
う
。

〇
遊
ぶ
の
に
も
働
ら
く
に

も
き
ち
ん
と
区
切
り
を

つ
け
て
、
学
校
生
徒
ら

し
い
生
活
を
さ
せ
た
い

二
〗
叫
｀
―

年

0
校
外
の
生
活
指
導
の
時

1

0

に

こ

そ

、

学

校

と

家

庭

健

康

第

一

J‘安
全
第
一
〕ヽ

4
 

甘

、

と

地

域

全

部

が

、

よ

り

危

険

に

対

し

て

は

事

前

昭

ょ

い

子

供

の

教

育

の

た

0

に
よ
＜
＼
そ
の
禍
根
を

め

に

手

を

つ

な

ぐ

好

機

絶

つ

大

人
の
心
く
ば
ウ

会

で

す

。

が

ほ

し

い

。

第2号 (4) 

ま
い

•

{
そ
の
結
果
は
住
民

皆
さ
ん
に
も
不
自
由
を
か

け
る
こ
ど
に
た
り
ま
す
の

で
、
家
族
の
中
で
転
入
、

転
居
｀
変
更
等
が
あ
っ
た

と
き
は
す
ぐ
に
役
場
へ
届

出
る
よ
う
に
し
て
下
さ

悶
住
民
登
録
法
で
は
十

四
日
以
内
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
と

戸
籍
の
色
々
な
届
と
同
様

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
か
ら
御
注
意

願
い
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。以

上
述
べ
ま
し
た
よ
う

に
、
住
民
登
録
制
度
は
秋

共
、
日
常
生
活
上
大
切
な

制
度
で
あ
り
ま
す
が

11
空

種
畜
共
進
会
入
賞
者
？

石
川
郡
種
畜
共
進
会
は

去
る
六
月
十
九
日
石
川
家

畜
市
湯
で
郡
下
よ
り
七
一

頭
出
陳
。
第
一
い部
、
第
二
部

に
分
れ
て
審
査
の
結
果
本

村
関
係
l
l

一
等
ま
で
の
入
賞

幸

は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

第
•

一
部

（
一
四
ー
ニ
三
ヶ
月
）

二

の

二

蒜

生

曲

山

嘉

二

の

五

吉

鈴

木

吉 昭

気
の
中
に
生
活
し
て
お
り

な
が
ら
空
気
の
存
在
を
忘

れ
て
い
る
II

と
同
じ
よ
う

に
、
つ
い
忘
れ
ら
れ
が
ち

で
す
。さ

し
迫
つ
て
必
要
が
な

い
と
そ
れ
程
重
要
視
さ
れ

ず
、
い
ざ
と
云
う
時
に
な

つ
て
ャ
ッ
キ
と
な
っ
て
あ

わ
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
普
通
で
、
こ
れ
は
ほ

め
ら
れ
ぬ
現
象
で
す
が
、

住
民
登
録
制
度
実
施
十
三

年
目
の
記
念
日
に
当
り
、

本
制
度
に
対
す
る
認
識
を

一
層
深
め
ら
れ
、
各
種
の

届
出
を
励
行
さ
れ
る
こ
と

を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

非
農
家
の
父
チ
ヤ
ン

母
チ
ャ
ン
の
奉
仕
作
業

ー
こ
協
力

r
|
1
 

三

の

五

川

辺

須

藤

新

太

郎

―
]
一
の
六
川
辺

矢

部

治

男

1

1

一
の
九
南
須
釜

大

野

伝

蔵

三
の
一
〇
川
辺

大

竹

多

美

夫

南
須
釜
青
井
沢
の
関
根

孝
七
さ
ん
は
満
洲
か
ら
引

揚
げ
後
開
拓
農
業
と
し
て

鋭
意
努
力
し
最
近
な
ん
と

か
住
い
も
改
築
出
来
上
ろ

う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

去
る
五
月
十
二
日
の
火
災

に
よ
り
一
物
も
出
す
こ
と

な
く
全
焼
し
て
、
そ
の
日

の
生
活
す
ら
容
易
で
な
く

な
り
ま
し
た
o

.

そ
こ
で
玉
川
村
民
生
員

協
議
会
で
は
村
民
の
皆
様

に
援
護
資
金
の
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ

小
高
小
学
校
P
T
A
で

は
一
日
奉
仕
を
決
議
し
て

い
ま
し
た
が
、
去
る
六
月

十
八
、
十
九
の
二
日
間
、

農
繁
期
な
の
で
私
た
ち
が

|
＇
ー
と
延
五
十
人
馴
れ
ぬ

手
に
ス
コ
ッ
プ
、
唐
鍬
を

振
つ
て
校
庭
東
側
の
児
童

昇
降
口
の
危
険
な
石
段
を

つ
け
か
え
、
素
人
腕
と
は

思
え
な
い
よ
う
な
、
立
派

な
そ
し
て
安
全
な
登
り
口

第

二

部

（
二
四
i
三
六
ヶ
月
）

一

の

一

竜

崎

小

林

長

松

一
の
三
北
須
釜

大

野

辰

雄

二

の

六

川

辺

大

和

田

重

正

温
か
い
ご
同
情
は
予
想
以

上
の
募
金
と
な
っ
て
表
れ

過
日
関
根
さ
ん
に
募
金
を

贈
呈
、
激
励
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
当
人
は
勿
論
家
族

一
同
こ
の
皆
様
の
温
い
ご

同
情
に
感
謝
し
、
更
生
え

の
意
欲
を
燃
し
て
お
り
ま

す
。
（
玉
川
村
民
生
委
員

協
議
会
）

伝
染
病
に

か
4
ら
ぬ
よ
う

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

を
竣
工
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
も
っ
と
も
技
術
指
導

に
は
役
場
の
小
山
田
さ
ん

と
中
の
鈴
木
利
夫
さ
ん
が

当
つ
て
下
さ
っ
た
お
か
げ

で
す
が
、
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
方
の
中
に
は
、
ハ

リ
切
り
す
ぎ
て
腰
を
痛
め

た
方
も
あ
っ
た
と
か
、
学

校
で
は
大
喜
び
し
た
り
、

す
ま
な
か
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。




